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ほ
ぼ
現
状
の
仕
組
み
で

義
務
化
後
も
運
用

課
題
は
非
正
規
職
員
へ
の
対
応愛

知
県
名
古
屋
市

Reportage
特集

対
象
者
数
は
平
成
18
年
度
の
開
始
当

初
で
1
万
6
0
0
0
人
余
、
現
在
で
も

約
1
万
3
0
0
0
人
に
も
及
び
、
回
収

率
は
85
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
担

当
の
安
全
衛
生
課
だ
け
で
業
務
を
回
す

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
問
診
票
の
印

刷
や
デ
ー
タ
の
入
力
・
分
析
、
封
筒
へ

の
封
入
作
業
な
ど
は
外
部
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。

改
正
労
働
安
全
衛
生
法
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
で
は
、
個
人
へ
の
対
応

（
個
人
の
気
づ
き
の
促
し
、
医
師
に
よ
る

面
接
指
導
と
職
場
側
の
配
慮
の
実
行
）

が
求
め
ら
れ
、
職
場
へ
の
対
応
（
集
団

分
析
を
踏
ま
え
た
職
場
環
境
改
善
の
取

り
組
み
）
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る

が
、
名
古
屋
市
で
は
開
始
当
初
か
ら
、

こ
の
双
方
を
実
施
し
て
き
た
。
ま
ず
個

人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

高
ス
ト
レ
ス
者
は
ま
ず

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
面
談

職
員
に
は
、
ス
ト
レ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
と
と
も
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
や
睡
眠

な
ど
セ
ル
フ
ケ
ア
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と

　
名
古
屋
市
で
は
、
市
長
部
局
の
正
職

員
全
員
を
対
象
と
し
た
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
、
平
成
18
年
度
か
ら
毎
年

実
施
し
て
い
る
。
精
神
疾
患
を
原
因
と

す
る
休
職
者
の
増
加
に
歯
止
め
を
か
け

る
目
的
に
加
え
、
厚
生
労
働
省
が
「
労

働
者
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め

の
指
針
」
を
出
す
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
が
官
民
問
わ
ず
、
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
き
た
時
流
を
受
け
て
の
も

の
だ
っ
た
。
今
回
は
そ
の
運
用
の
現
状

や
、
義
務
化
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

取
材
し
た
。

平
成
18
年
度
の
開
始
当
初
か
ら

個
人
・
職
場
双
方
へ
の
対
応
を
実
施

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、
毎
年
8
月

に
問
診
票
の
配
付
・
記
入
・
回
収
を
行
い
、

9
月
に
集
計
・
分
析
し
、
10
月
上
旬
に

は
結
果
を
戻
し
て
い
る
。
義
務
化
後
も

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
運
用
さ
れ
る
予

定
だ
。

問
診
票
に
は
、「
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡

易
調
査
票
」
を
使
用
。
周
知
の
と
お
り
、

改
正
労
働
安
全
衛
生
法
に
お
け
る
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
で
推
奨
さ
れ
て
い

る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
個
人
お
よ
び
集
団

分
析
の
結
果
も
、
同
調
査
票
に
付
随
す

る
「
ス
ト
レ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」「
仕
事

の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
」
で
示
さ
れ
る
。

ス
ト
レ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
各
尺

度
の
5
段
階
評
価
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
お
よ
び
表
形
式
で
出
力
し
た
一
般
的

な
も
の
だ
が
、
総
務
局
職
員
部
安
全
衛

生
課
安
全
衛
生
係
主
事
の
安
藤
唯
さ
ん

は
、「
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
前
年
度
の

結
果
を
点
線
で
示
し
、
最
新
の
結
果
と

比
較
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
」
と
い
う
（
資
料
1
）。

資料1　ストレスプロフィールのレーダーチャート
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し
た
情
報
を
掲
載
し
た
「
セ
ル
フ
ケ
ア

の
ご
案
内
」、
お
よ
び
相
談
窓
口
の
案
内

が
送
付
さ
れ
る
。

案
内
さ
れ
る
窓
口
は
、
庁
内
だ
け
で

な
く
外
部
委
託
し
て
い
る
庁
外
の
相
談

窓
口
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
高
ス
ト
レ
ス
者

と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
原
則
、
庁
内

の
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
面
談
を

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
保
健
師
9

人
、
臨
床
心
理
士
2
人
の
計
11
人
の
ス

タ
ッ
フ
で
対
応
す
る
。

こ
の「
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
面
談
」は
、

簡
易
調
査
票
の
心
理
ス
ト
レ
ス
反
応
項

目
や
身
体
的
ス
ト
レ
ス
項
目
で
ス
ト
レ

ス
度
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
人
に
案
内

を
送
付
し
、
希
望
者
に
対
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
面
談
で
は
B
D
I
-Ⅱ
＊
を

実
施
の
う
え
、
面
談
時
の
状
態
も
踏
ま

え
産
業
医
面
接
に
つ
な
げ
る
か
否
か
を

判
定
す
る
。

こ
の
仕
組
み
は
、
義
務
化
後
も
継
続

す
る
予
定
だ
。

現
在
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
面
談
の

対
象
者
（
＝
高
ス
ト
レ
ス
者
）
と
し
て

判
定
さ
れ
る
人
の
割
合
は
、
受
検
者
の

2
％
程
度
、
産
業
医
に
よ
る
面
接
実
施

者
は
、
さ
ら
に
そ
の
1
割
程
度
と
い
う
。

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
産
業
医

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
か
ら
、
こ
の
件
数
で

も
、
対
応
は
精
い
っ
ぱ
い
と
い
う
が
、

厚
生
労
働
省
の
「
労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
く
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
受
検
者
の
10
％

程
度
が
高
ス
ト
レ
ス
者
と
し
て
判
定
さ

れ
る
評
価
基
準
の
例
を
示
し
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

場
の
状
況
に
よ
り
、
該
当
者
の
割
合
を

変
更
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
も
示
し
て

い
る
た
め
、
総
務
局
職
員
部
安
全
衛
生

課
主
査
の
藤
原
啓
子
さ
ん
は
、「
従
来
ど

お
り
の
基
準
で
行
っ
て
い
く
予
定
」
と

し
て
い
る
。

ち
な
み
に
名
古
屋
市
は
、
精
神
科
の

産
業
医
を
6
人
委
嘱
し
て
い
る
。
一
見
、

恵
ま
れ
た
体
制
だ
が
、「
非
常
勤
と
い
う

体
制
を
考
え
る
と
、
必
ず
し
も
十
分
と

は
い
え
な
い
の
で
す
」
と
藤
原
さ
ん
は

語
る
。

判
定
図
を
基
に
課
長
研
修
を
実
施

そ
の
成
果
を
事
例
集
に
ま
と
め
る

次
に
、
職
場
へ
の
対
応
に
つ
い
て
見

て
い
く
。

集
団
分
析
の
結
果
（
仕
事
の
ス
ト
レ

ス
判
定
図
）
は
、
部
・
課
ご
と
に
出
さ
れ
、

各
管
理
職
に
配
付
さ
れ
る
。
併
せ
て
、

管
理
職
が
自
分
の
部
・
課
の
結
果
と
市

全
体
と
を
ひ
と
目
で
比
較
で
き
る
グ
ラ

フ
（
資
料
2
）
も
配
ら
れ
る
。
ち
な
み
に

判
定
図
は
、
個
人
差
の
影
響
を
排
除
す

る
た
め
、
で
き
れ
ば
20
人
以
上
、
少
な

く
と
も
10
人
以
上
の
集
団
を
対
象
と
す

る
よ
う
推
奨
さ
れ
て
い
る
た
め
、
名
古

屋
市
の
場
合
は
職
場
単
位
で
10
人
以
上

に
な
る
よ
う
に
し
て
結
果
を
返
し
て
い

る
。結

果
が
出
た
後
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
職
場

な
ど
の
課
長
級
職
員
が
判
定
図
や
グ
ラ
フ

を
持
ち
寄
り
、
意
見
交
換
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
う
「
職
場
ス
ト
レ
ス
対
策
研

修
」
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

各
課
長
は
研
修
終
了
後
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
各
職
場
で
改
善
策
を
実
施
し
、
改
善

内
容
な
ど
を
「
職
場
環
境
改
善 

ま
と
め

シ
ー
ト
」（
資
料
3
）
に
記
入
、
安
全
衛
生

課
に
提
出
す
る
。

安
全
衛
生
課
で
は
こ
れ
を
基
に
、「
職
場

環
境
改
善
の
事
例
集
」を
作
成
。
庁
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、
冊
子

と
し
て
ま
と
め
、
次
年
度
の
職
場
ス
ト
レ

ス
対
策
研
修
で
も
活
用
す
る
。「
斬
新
な

事
例
、
広
く
参
考
に
な
り
そ
う
な
事
例
を

セ
レ
ク
ト
し
て
、
毎
年
追
加
し
て
い
き
ま

＊  BDI-Ⅱ（ベック抑うつ質問票）：世界的に最も広く使用されている自記式抑うつ評価尺度。過去 2 週間の状態についての
21の質問により、抑うつ症状の重症度を短時間で評価する。

総務局職員部安全衛生課主査の藤原啓子さん（左）と、同課安全衛生係主事
の安藤唯さん

資料2　市全体と自分の部・課の結果を比較できるグラフ
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す
。
職
場
で
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
に
、

良
く
似
た
事
例
を
探
し
、
対
応
の
参
考
に

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
藤
原
さ
ん
。

事
例
集
は
、
参
考
に
し
た
い
改
善
策
を
見

つ
け
や
す
い
構
成
と
な
っ
て
お
り
（
資
料

4
）、「
休
暇
取
得
促
進
の
た
め
、
誕
生
日

休
暇
と
称
し
て
自
分
の
誕
生
日
は
休
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
」、「
部
下

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
管
理
職
の

部
屋
の
ド
ア
を
開
け
て
お
く
」な
ど
と
い
っ

た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
並
ん
で
い
る

（
資
料
5
）。

チ
ェ
ッ
ク
に
加
え

研
修
な
ど
で
効
果
を
上
げ
る

市
長
部
局
の
精
神
疾
患
を
原
因
と
す
る

休
職
者
数
は
、
20
、
21
の
両
年
度
を
ピ
ー

ク
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
減
少
に
転
じ
、

以
降
、
横
ば
い
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
藤
原
さ
ん
は
、「
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
加
え
、
チ
ェ
ッ
ク

後
の
個
人
・
集
団
へ
の
対
応
、
そ
し
て
階

層
別
研
修
に
組
み
込
ん
で
い
る
セ
ル
フ
ケ

ア
、
ラ
イ
ン
ケ
ア
研
修
な
ど
も
含
め
た
総

合
的
な
取
り
組
み
の
成
果
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
と
お
り
、名
古
屋
市
（
市

長
部
局
）
の
場
合
、
ほ
ぼ
現
状
の
仕
組
み

で
義
務
化
後
も
運
用
で
き
そ
う
だ
。

た
だ
、
課
題
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
外
だ
っ
た
非
正
規

雇
用
職
員
へ
の
対
応
＊
で
あ
る
。
前
述
の

と
お
り
、
現
状
の
体
制
で
は
正
職
員
の
対

応
で
精
一
杯
で
あ
る
た
め
、
外
部
機
関
の

活
用
な
ど
を
予
算
措
置
も
含
め
て
検
討
中

と
い
う
。

資料 3　

現物は A4 判。「職場ストレス対策研修」の結果を踏まえ、実際に行った職場
環境改善策について、課長職級が記入する。

　5つの大項目と、それに付随する複数の小項目から成り、各小
項目に毎年度、「まとめシート」からセレクトされた対策が追加さ
れていく。

1「仕事の量」へのアプローチ編
残業を減らす／業務内容を整理する／仕事の可視化により、計画的に
事務をすすめる／業務量を平準化する／作成資料を減らす

2「仕事のコントロール」へのアプローチ編
情報の共有により、仕事のコントロールに努める／情報を正しく伝達し
て仕事をコントロールさせる／窓口担当者の負担感を軽減する　など

3「上司の支援」アップのためのアプローチ編
不在がちな上司の動向を把握する／上司に相談しやすい雰囲気をつく
る／休暇の取得日数を増やす／休暇が取得しやすい職場環境にする
など

4「同僚の支援」アップのためのアプローチ編
課内他係の仕事の状況を知る／人数が多い職場で意見をまとめる／
課内の職員の動向を把握する　など

5その他の観点からのアプローチ編
快適な職場づくりのための一歩／書類を取り出しやすくする／働きやす
い職場環境づくり／窓口業務の流れを効率的にする　など

資料 4　「事例集」の構成

＊  法は、一般定期健診と同じ条件を満たす非正規雇用職員もストレスチェックの対象とすることを求めている。

3「上司の支援」アップのためのアプローチ編・「休暇が取得しやすい環境にする」より

資料 5　「事例集」の内容

＜事例＞
❶ 改善前の状況

　休暇を取得すると他の職員に迷惑がかかるとの思いから、休暇が取
りにくい雰囲気がある。

❷ ❶の改善策
　用事がないと休暇を取得しなかったが、「リフレッシュ」名目で全
員に強制的に休暇を割り振った。

❸ 改善実施後の職場の変化
　出勤している職員は大変になったが、平等に休暇が取得できること
でリフレッシュできたとの声が聞かれた。また、年末年始に絡めて休
暇を割り振ったため、長期の休みが取得できた。

＜事例＞
❶ 改善前の状況

　なんとなく休暇が取りにくい雰囲気があり、職場全体として年間の
年次休暇取得日数が少ない。

❷ ❶の改善策
　各職員に各月毎に取得する休暇の計画を立てるよう指示し、気兼ね
なく休暇が取得できる雰囲気作りを進める。

❸ 改善実施後の職場の変化
　休暇取得日数が増えた。また、メリハリを持った効率的な業務遂行
に繋がった休暇の取得日数が向上するともに、残業時間数も減少し
た。


